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１ 日 時  令和６年○月○日 

 

２ 場 所   

 

３ 学年・学級  第１学年 

 

４ 単 元 名  １次方程式 

 

５ 単元について 

 〇 教材観 

生徒は、小学校第４学年までに、数量の関係や法則などを数の式や言葉の式、□、△などを用い

た式で簡潔に表したり、式の意味を読み取ったりすることや、公式を用いることについて学習して

いる。また、第５学年では、簡単な式で表されている関係についてその関係の見方や調べ方を学び、

第６学年では、数量を表す言葉や□、△などの代わりに や などの文字を用いて表したり、文字

に数を当てはめて調べたりすることを学習している。 

中学校第１学年では、数量の関係や法則などを、文字を用いて式に表したり、式の意味を読み取

ったり、文字を用いた式の計算をしたりして、文字を用いることのよさについて学習している。 

本単元では、文字を用いた式の学習の上に立って、方程式の必要性と意味およびその解の意味を

理解し、等式の性質を基にして一元一次方程式を解く方法について考察し表現することができるよ

うにする。 

 

 〇 生徒観 （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇 指導観 

文字を用いた式の学習などの既習事項と等式の性質を基にして、一元一次方程式を解く方法を考

察し、代数的な操作のよさを実感できるようにするために、教師が振り返りを促す場面を設ける。 

また、具体的な場面における問題から数量関係を捉え、文字式で捉えることが難しい生徒もいる

ことから、問題の状況を数直線や表などに整理して、問題における数量関係を捉えることができる

ように支援する。 

さらに、数量関係を表した文字式の意味を読み取ることが難しい生徒もいるため、数量関係を表

した方程式が問題の状況の数量関係を正しく表しているか吟味する活動や数量関係を誤って表した

文字式のどこが誤っているか考えさせる活動を取り入れる。 

   



６ 単元の目標 

〇 一元一次方程式についての基礎的な概念や原理・法則を理解するとともに、事象を数理的に捉え
たり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。 

〇 文字を用いて数量の関係や法則などを考察し、表現したり等式の性質を基にして、一元一次方程
式を解く方法を考察し、表現したりすることができる。 

〇 具体的な場面で一元一次方程式を用いて、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く
考え、数学を生活や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようと
する態度を身に付ける。 

 

７ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇 数量の大小関係について、
不等式を用いて表すことがで
きる。 

〇 方程式の必要性と意味及び
方程式の中の文字や解の意味
を理解している。 

〇 簡単な一元一次方程式を解
くことができる。 

〇 等式の性質と移項の意味を
理解している。 

〇 事象の中の数量やその関係
に着目し、一元一次方程式を
つくることができる。 

〇 簡単な比例式を解くことが
できる。 

〇 等式の性質を基にして、一
元一次方程式を解く方法につ
いて考察し表現することがで
きる。 

〇 一元一次方程式を具体的な
場面で活用することができ
る。 

〇 一元一次方程式の必要性と
意味及び方程式の中の文字や
解の意味を考えようとしてい
る。 

〇 一元一次方程式について学
んだことを生活や学習に生か
そうとしている。 

〇 一元一次方程式を活用した
問題解決の過程を振り返って
検討しようとしている。 

 

８ 単元の指導と評価の計画 

時

間 
学習内容 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り

組む態度 

１ 

～ 

２ 

〇 天秤のつり合いを基
にして、数量の関係を
調べる。 

〇 数量の相等関係や大
小関係を調べ、等式や
不等式で表す。 

〇 等式や不等式の表し
ている意味を読み取
る。 

 

 

 

〇 数量の大小関係
について、不等式
を用いて表すこと
ができる。 

  

３ 

〇 方程式の必要性と意
味及び解の意味を理解
する。 

〇 方程式の中の文
字や解の意味を理
解している。 

 〇 方程式の必要性
と意味を考えよう
としている。 

４ 

～ 

９ 

〇 等式の性質を理解し、
それを用いて簡単な一元
一次方程式を解く方法を
考察し表現する。 

〇 等式の性質を基にし
て移項の意味を理解
し、移項を用いて能率
的に一元一次方程式を
解く。 

〇 かっこを含む方程式
や係数に小数や分数を
含む方程式を解く。 

〇 等式の性質の意
味を理解してい
る。 

 

 

〇 移項の意味を理
解している。 

〇 簡単な一元一次
方程式を解くこと
ができる。 

〇 等式の性質を基
にして、一元一次
方程式を解く方法
を考察し表現する
ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

〇 一元一次方程式
について学んだこ
とを生活や学習に
生かそうとしてい
る。 



時

間 
学習内容 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り

組む態度 

10 

～
13 

〇 具体的な問題を解決
するために、一元一次
方程式を活用する。 

（本時１１／１６） 

〇 事象の中の数量
やその関係に着目
し、一元一次方程
式をつくることが
できる。 

〇 方程式の必要性
と意味を理解して
いる。 

〇 一元一次方程式
を具体的な場面で
活用することがで
きる。 

〇 方程式の中の文
字や解の意味を考
えようとしてい
る。 

〇 一元一次方程式
を活用した問題解
決の過程を振り返
って検討しようと
している。 

14 

～ 

15 

〇 比例式の意味や比例
式の解き方を理解す
る。 

〇 比例式を利用して問
題を解決する。 

〇 簡単な比例式を
解くことができ
る。 

 

 

 

 

16 〇 単元のまとめ    

 

９ 本時の目標 

 〇 一元一次方程式を具体的な場面で活用することができる。 

 

10 本時の評価規準 

 〇 一元一次方程式を具体的な場面で活用することができる。【思考・判断・表現】 

 

11 本時の学習活動 

 学習活動 指導上の留意事項 評価 

導

入 

１ 本時の課題を知る。 

 （問題） A くんは、退院した B くんの
ために、B くんを含めた友だち 14 人とパ
ーティーをすることにした。そのため
に、ケーキ屋さんでいちごのショートケ
ーキとチーズケーキを合わせて 14 個買い
に行った。A くんの予算は 5000 円である
という。 

  あなたはこのケーキ屋さんの店員とし
て、Aくんへどのような買い方の提案をし
ますか。提案内容とその理由を説明しな
さい。 

 

 

 

 

〇 現実の世界と似た状況にする
ため、値札の中に問題で使用し
ない値札を混ぜ、適するものを
選ぶことができるようにする。 

 

 

展

開 

２ 一元一次方程式を作り、問題を解く。 
 【分かっていること】 

・ いちごのショートケーキとチーズケ
ーキを合わせて 14個買いたい 

・ いちごのショートケーキは１個 400   

  円、チーズケーキは１個 320円 
・ 予算は 5000円 

 【求めるもの】 

・ いちごのショートケーキとチーズケ
ーキの個数を何個ずつ買うか 

 （表） 

 いちご チーズ 計 

１個 400 320  

個数 𝑥 14 − 𝑥 14 

代金 400𝑥 320(14 − 𝑥) 5000 

〇 問題場面の状況を理解できる
よう、分かっていることや求め
るものを挙げさせる。 

〇 途中の計算についてはタブレ
ットの電卓機能を使ってもよい
ことにする。 

〇 事象の中の等しい数量関係に
着目させ、どのような一元一次
方程式をつくればよいか考えさ
せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて：一元一次方程式を具体的な場面で活用することができる。 



 学習活動 指導上の留意事項 評価 

 

 （式） 

      400𝑥 + 320(14 − 𝑥) = 5000 

            𝑥 =
13

2
 

 （答え）いちごのショートケーキ 
13

2
個 

     チーズのショートケーキ 
15

2
個 

 

３ 方程式の解が問題場面に適していない
ことを確認し、このままで良いのか問
う。 

・ ケーキの個数が分数になることはな
いから、おかしい。 

・ 予算が5000円ということは、5000円
を超えなければいいのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自身が店員だとして、Aくんにどのよう
に提案するのか検討し、提案内容とその
理由をオクリンクで提出させる。 

・ いちごのショートケーキを６個、チ
ーズケーキを８個買うと、4980 円。方
程式の解を利用して、値段の高い方を
整数で切り捨てて、安い方の個数を増
やすと、予算内に収まる。 

 

 

〇 求めた解を問題場面に即して
解釈させ、問題場面に適してい
るかどうか考えさせる。 

 

 

 

 

 

〇 求めた解が問題場面に適して
いないことに気づかせ、A くん
に対してどのように提案すれば
よいのか、一次方程式の解をも
とに考えさせ、提案した理由を
説明させる。 

〇 Ｔ２は学習が進んでいない生
徒に対しては、方程式の解から
ケーキの個数を自然数にするた
めにはどうすればよいのか確認
する。また、そのときの代金を
計算させ、どのように提案する
か考えさせる。 

 

〇 Ｔ１は提出された提案内容を
確認し、生徒に説明させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考・判断・表
現】 

 一元一次方程式
を具体的な場面で
活用することがで
きる。（ノート、
オクリンク） 

 

ま

と

め 

５ 「Aくんに提案するために、１次方程式
をどのように利用したのか。自分が大切
だと思ったことやこれから文章題などの
問題解決をしていくときに気を付けるこ
となどをまとめよう」と発問をし、本時
の学習を振り返り、まとめをする。 

・ 一次方程式の解がそのまま問題の答
えにならないことがあると分かった。 

・ 予算があるので、その金額を超えな
いように個数を調整することが難しか
ったが、一次方程式の解を利用して考
えると分かりやすかった。 

〇 振り返りが進まない生徒に対
しては、学習の中で分かったこ
とやできたことを箇条書きにさ
せ、解決の過程の中で生徒自身
がどこまでできたのかを自覚さ
せる。 

 

 

 


